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出
雲
駐
屯
地
（
司
令　

安
河
内
２

佐
）
は
「
出
雲
駐
屯
地
開
庁
62
周
年

記
念
行
事
・
市
中
パ
レ
ー
ド
」
を
10

月
17
日
、
出
雲
市
今
市
町
の
く
に
び

き
中
央
通
り
に
お
い
て
、
人
員
約
150

名
、
車
両
約
50
両
、
航
空
機
２
機
の

陣
容
を
も
っ
て
行
っ
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
来

賓
に
衆
議
院
議
員
竹
下
亘
氏
代
理
曽

田
昇
氏
を
は
じ
め
、
部
内
外
か
ら
多

数
の
招
待
者
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
迎
え

盛
大
に
記
念
日
を
祝
っ
た
。

　

行
事
に
先
立
ち
式
典
会
場
に
お
い

て
、
第
13
音
楽
隊
（
隊
長　

今
井
１

尉　

海
田
市
）
に
よ
り
野
外
演
奏
が

行
わ
れ
、
中
で
も
出
雲
市
出
身
の
竹

内
ま
り
や
さ
ん
が
、
作
詞
作
曲
し
た

「
愛
し
き
わ
が
出
雲
」
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
同
音
楽
隊
の
光
永
３
曹
が
美

声
を
披
露
し
、
観
衆
を
大
い
に
魅
了

し
た
。

　

そ
の
後
、
観
閲
部
隊
が
威
風
堂
々

の
徒
歩
行
進
で
式
典
会
場
に
入
場
し
、

式
典
で
は
、
駐
屯
地
司
令
が
式
辞
の

中
で
「
自
衛
隊
に
対
す
る
県
民
・
市

民
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
お
り
、

我
々
は
警
察
・
消
防
・
海
上
保
安
庁

な
ど
の
実
力
組
織
と
力
を
合
わ
せ
、

関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
更
に
強
化

し
、
如
何
な
る
事
態
が
発
生
し
て
も
、

迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、
ベ
ス
ト
の

結
果
を
出
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。

　

我
々
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
即
応

態
勢
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ひ
と

た
び
事
が
起
こ
れ
ば
、
国
家
・
国
民

の
た
め
に
、
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
、

命
を
か
け
て
任
務
を
遂
行
す
る
と
い

う
、
崇
高
な
使
命
感
を
基
に
、
日
々

妥
協
の
な
い
訓
練
に
励
み
、
そ
の
実

力
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
市
中
パ
レ
ー
ド
で
は
島

根
県
旗
・
出
雲
市
旗
が
先
頭
を
行
進
、

観
閲
部
隊
指
揮
官
の
第
304
施
設
隊
長

渡
邊
２
佐
の
観
閲
部
隊
指
揮
官
車
か

ら
第
132
地
区
警
務
隊
（
隊
長　

家
入

２
佐
）
グ
ル
ー
プ
と
車
両
行
進
が
続

い
た
。

　

そ
の
後
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
が
４

個
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
行
進
を
行
い
、

約
３
５
０
０
人
の
観
衆
の
大
き
な
歓

声
に
迎
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
り
響
い
た
。

続
く
第
５
グ
ル
ー
プ
に
は
支
援
部
隊

で
あ
る
第
８
普
通
科
連
隊
（
米
子
）、

第
13
特
科
隊
、
第
13
高
射
特
科
中
隊

（
日
本
原
）
が
堂
々
の
行
進
を
披
露

し
、
車
両
部
隊
の
最
後
と
し
て
災
害

派
遣
器
材
車
両
が
続
い
た
。

　

最
後
に
第
13
飛
行
隊
（
防
府
）
の

Ｏ
Ｈ

－

６
、
Ｕ
Ｈ

－

１
が
式
典
会
場

上
空
を
観
閲
飛
行
し
、
パ
レ
ー
ド
を

締
め
く
く
っ
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
出
雲
市
役
所

南
側
公
園
付
近
に
お
い
て
、
装
備
品

及
び
災
害
派
遣
活
動
写
真
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
が
、
こ
こ
で
も
多
く
の
家

族
連
れ
等
で
賑
わ
っ
た
。

　

記
念
行
事
全
般
を
通
し
、
陸
上
自

衛
隊
出
雲
駐
屯
地
の
真
摯
な
姿
を
広

報
し
、
地
域
防
衛
基
盤
の
拡
充
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

記
念
日
行
事
に
先
立
ち
平
成
27
年

駐
屯
地
感
謝
状
贈
呈
式
が
駐
屯
地
司

令
室
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　
（
尚
、
当
日
都
合
に
よ
り
ご
出
席

で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、
後
日
、
駐

屯
地
司
令
よ
り
贈
呈
）

　

受
賞
者
は
次
の
通
り

開庁62周年記念行事 市中パレード
市
中
パ
レ
ー
ド

大
い
に
賑
わ
う

▲中電環境テクノス株式会社
 （飯塚　亮一氏）

▲司令と写真におさまる受賞者
（左：栗原氏　　　　　　　　
右：山陰パナソニック渡辺氏）

感
謝
状
贈
呈

☆
一
般
功
労

　

栗
原 

真
由
美 

氏

　

深
田　

 

倍
行 

氏

☆
援
護
功
労

　

山
陰
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
株
）

　

中
電
環
境
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
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▲美声を披露した音楽隊  光永３曹

▲式辞を述べる駐屯地司令

▲行進する島根県旗・出雲市旗

▲偵察直接支援小隊の行進

▲災害派遣器材積載車の行進 ▲偵察隊の行進▲装備品を説明する隊員

▲第１直接支援隊の行進▲行進する施設隊トレーラ

▲入場行進する隊員▲第132地区警務隊の行進

▲司会・進行の偵察隊　竹下１曹、基通隊　林士長▲観閲部隊指揮官　施設隊長　渡邊２佐

▲早朝より会場準備する隊員
▲自衛隊応援横断幕を掲げてくれた
出雲地区防衛協力会の方々　　

▲支援部隊による行進（右より第８普通科連隊・第13特科隊・第13高射特科中隊・第13飛行隊）▲

記念行事フォトスナップ集
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永
年
の
勤
務

お
疲
れ
様
で
し
た
。

業
務
隊

　

２
等
陸
尉　

嘉
本　
　

覚

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
上
島
町

祝 

定
年
退
官

嘉本２尉経歴

昭和56年 ３月 第８普通科連隊（米子）
  前期・後期教育入隊
 ９月 第８普通科連隊（米子）
平成３年 ８月 第７師団司令部付隊（東千歳）
平成８年 ８月 第８普通科連隊（米子）
平成22年 ３月 出雲駐屯地業務隊（出雲）

　この間、小銃手、無反動砲弾薬手、無反動
砲分隊長、文書陸曹、郵政陸曹、対戦車分隊
長、対戦車小隊陸曹、運用訓練准尉、先任上
級曹長、小銃小隊長、糧食班長、補給班長の
職務を歴任されました。

　

今
年
も
出
雲
路
に
秋
本
番
を
告
げ
る
「
第
27

回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
」通
称「
出

雲
駅
伝
」
が
体
育
の
日
の
10
月
12
日
開
催
さ
れ
、

出
雲
駐
屯
地
は
通
信
支
援
を
実
施
し
た
。

　

大
学
３
大
駅
伝
の
一
つ
と
し
て
、
す
っ
か
り

定
着
し
、
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
な
る
同

大
会
支
援
も
恒
例
と
な
り
今
年
で
27
回
目
と

な
っ
た
。

　

支
援
隊
は
広
報
室
長
（
玉
木
１
尉
）
以
下
19

名
で
編
成
さ
れ
、
各
中
継
所
手
前
500
ｍ
か
ら
１

ｋ
ｍ
に
携
帯
無
線
機
を
担
い
だ
隊
員
を
配
置
し
、

力
走
す
る
選
手
、
チ
ー
ム
名
を
中
継
所
及
び
大

会
本
部
に
報
告
し
、
同
大
会
の
円
滑
な
運
営
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

　

当
日
は
気
温
19
℃
、
曇
り
で
少
し
肌
寒
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
出
雲
大
社
正
面
大
鳥
居

前
か
ら
風
光
明
媚
な
出
雲
路
を
ゴ
ー
ル
の
出
雲

ド
ー
ム
ま
で
の
６
区
間
44.1
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
前

回
優
勝
し
た
駒
澤
大
学
を
は
じ
め
、
21
チ
ー
ム

が
参
加
し
健
脚
を
競
っ
た
。

　

レ
ー
ス
は
序
盤
、
駒
澤
大
学
が
ト
ッ
プ
を
走

り
、
３
区
で
今
年
度
「
３
冠
」
を
狙
う
、
青
山

学
院
大
学
が
逆
転
し
、
そ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
を
守

り
き
り
大
会
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
休
む
間
も
な
く
全
日
本
大
学
駅

伝
及
び
新
年
早
々
の
箱
根
駅
伝
を
迎
え
る
。

　

ま
た
、
大
会

を
支
援
し
た
隊

員
も
大
学
生
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち

の
健
闘
を
間
近

で
見
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
何
か
刺
激
を

受
け
た
よ
う
で
、

今
後
の
訓
練
に

生
か
し
た
い
と

語
っ
て
い
た
。

　

駐
屯
地
は
10
月
23
日
平
成
27

年
度
島
根
県
原
子
力
防
災
訓
練

に
参
加
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
の
は
駐
屯

地
警
備
幹
部
（
日
野
２
尉
）
以

下
９
名
で
、
訓
練
内
容
は
県
災

害
対
策
本
部
に
連
絡
員
を
派
遣

し
、
情
報
収
集
及
び
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
実
施
し
た
ほ

か
、
輸
送
支
援
と
し
て
松
江
市

鹿
島
町
か
ら
要
援
護
者
及
び
介

助
者
を
救
急
車
へ
搭
乗
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
へ
後
送
、
航
空
機
へ
の

搭
載
訓
練
、
空
輸
を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
を
通
し
て
防
災
関
係

機
関
相
互
の
連
携
に
よ
る
防
災

対
策
の
確
立
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
地
域
住
民
の
方
の
安
全
・

安
心
確
保
の
一
助
と
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

原
子
力
防
災
訓
練

▲

多
く
の
報
道
陣
が
見
つ
め
る
中
、

　

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員（
患
者
輸
送
）

▲通過選手を本部に報告する支援隊員

出
雲
全
日
本
大
学
選
抜

駅
伝
競
走
支
援



出　　　　　　雲 第 215 号　　（4）平成 27 年 11 月

　

島
根
県
隊
友
会
（
会
長　

持

田
佳
郎
）
が
担
当
幹
事
と
な
り
、

平
成
27
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
を
９
月
26
日
〜
27
日
「
出

雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
で
開
催
。

　

本
部
か
ら
清
籐
常
務
執
行
役
、

中
国
地
区
担
当
寺
尾
執
行
役
、

来
賓
に
堀
征
巳
島
根
地
本
長
を

迎
え
、
中
国
５
県
隊
友
会
長
と

代
表
者
、
島
根
各
支
部
等
か
ら

多
数
の
参
加
を
得
た
。

　

会
議
に
先
が
け
国
歌
斉
唱
、

隊
友
会
歌
「
あ
あ
こ
の
血
潮
」

斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
。

　

持
田
会
長
、
寺
尾
執
行
役
、

清
籐
常
務
執
行
役
の
挨
拶
、
堀

　

島
根
地
本
長
の
祝
辞
に
続
き

持
田
会
長
を
座
長
に
選
出
後
、

研
修
に
入
っ
た
。

　

研
修
課
題
「
会
勢
の
拡
大
」

「
公
益
目
的
事
業
の
定
着
・
充

実
施
策
」
に
つ
い
て
、
順
次
発

表
。
各
県
各
々
、
特
性
を
踏
ま

え
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
真
剣

に
発
表
さ
れ
、
質
疑
・
応
答
等

終
始
熱
心
に
討
議
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
同
時
に
本
部
へ
の
要

望
事
項
等
を
踏
ま
え
、
持
田
会

長
が
「
ま
と
め
」
を
発
表
。
寺

尾
執
行
役
、
清
籐
常
務
執
行
役

の
所
見
を
頂
く
と
と
も
に
、
活

性
化
を
図
る
べ
く
、
各
県
と
も

地
道
な
継
続
を
確
約
し
た
。

　

ま
た
、
安
河
内
出
雲
駐
屯
地

司
令
の
防
衛
講
話
に
移
り
、
演

題
「
防
衛
白
書
二
〇
一
五
概
要

隊
友
会
活
動

に
つ
い
て
」
と
題
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
用
い
て
解
説
さ
れ
、

今
後
の
防
衛
指
針
等
の
重
要
性

を
よ
り
一
層
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

引
き
続
き
会
場
を
異
に
し
て

の
意
見
交
換
会
で
は
、
県
知
事

代
理
、県
議
、市
長
代
理
、市
議
、

第
13
旅
団
長
、
関
係
諸
団
体
長
、

各
部
隊
長
等
来
賓
多
数
の
参
加

を
い
た
だ
き
来
賓
祝
辞
、
祝
電

披
露
、
県
父
兄
会
会
長
の
乾
杯

の
発
声
で
祝
宴
に
入
り
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
胸
襟

を
開
い
て
の
懇
談
で
各
界
と
隊

友
会
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
県
自
衛
隊
退
職
者
雇
用

協
議
会
会
長
の
力
強
い
万
歳
三

唱
を
も
っ
て
閉
会
し
た
。

　

な
お
、
翌
日
は
松
江
市
「
島

根
原
発
原
子
力
館
」
を
視
察
研

修
、
大
い
に
見
聞
を
広
め
、
次

回
を
約
し
13
時
解
散
し
た
。

　

島
根
県
隊
友
会
（
会
長　

持

田
佳
郎
）
は
９
月
１
日
、
出
雲

市
総
合
防
災
訓
練
に
会
長
以
下

18
名
が
参
加
し
た
。

　

訓
練
は
市
を
は
じ
め
、
国
、

県
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
等

そ
し
て
、
出
雲
市
と
の
「
緊
急

事
態
に
お
け
る
隊
友
会
の
協
力

に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

市
内
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
諸
団
体

と
協
力
し
て
、
炊
飯
、
豚
汁
等

400
食
の
炊
き
出
し
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
生
憎
の
雨
、

豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
想
定
と

地
震
に
よ
る
災
害
想
定
の
状
況

に
即
し
た
訓
練
と
な
り
、
各
団

体
と
の
連
携
が
深
ま
る
契
機
と

と
も
に
活
動
能
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
新
調
さ
れ
た
蛍
光
ベ

ス
ト
着
用
会
員
の
迅
速
機
敏
な

行
動
を
通
し
て
、
一
般
の
方
に

も
隊
友
会
の
存
在
を
大
い
に
広

報
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
２

日
目
（
９
月
27
日
）
は
、
松
江

市
の
中
国
電
力
島
根
原
子
力
発

電
所
島
根
原
子
力
館
を
視
察
研

修
し
た
。

　

島
根
県
持
田
会
長
以
下
23
名

は
、
事
前
提
出
の
名
簿
に
基
づ

く
厳
重
な
本
人
確
認
チ
ェ
ッ
ク

（
２
回
）
を
受
け
た
後
、
重
要

棟
に
入
棟
し
、
館
長
か
ら
原
子

力
発
電
所
施
設
・
整
備
状
況
と

安
全
対
策
等
に
つ
い
て
細
部
に

わ
た
り
説
明
を
受
け
た
。

　

特
に
構
内
の
施
設
は
、
原
発

事
故
を
教
訓
に
し
た
安
全
対
策

が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
整
備

状
況
等
は
徹
底
さ
れ
て
お
り
、

各
県
参
加
者
は
、
異
口
同
音
に

安
全
面
に
対
す
る
諸
施
策
を
痛

感
し
た
次
第
。

　

本
視
察
に
よ
り
、
我
々
が
参

加
し
て
い
る
各
種
防
災
訓
練
等

の
危
機
管
理
の
在
り
方
と
対
応

策
を
考
慮
す
る
上
で
大
い
に
参

考
と
な
っ
た
。

　

島
根
県
隊
友
会
は
平
成
27
年

10
月
７
日
13
時
か
ら
出
雲
市
の

平
成
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て

「
２
０
１
５
島
根
県
隊
友
会
Ｇ
・

Ｇ
交
歓
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

晴
天
の
下
。
久
方
の
面
々
に

挨
拶
が
弾
む
中
、
時
間
厳
守
で

会
長
以
下
19
名
（
女
性
５
名
含

む
）
が
参
加
。

　

開
会
式
で
の
会
長
挨
拶
、
築

森
プ
レ
ー
委
員
長
に
よ
る
統
制

事
項
等
説
明
の
後
、
公
益
社
団

法
人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
の
現
行
ル
ー
ル
を
準
用

し
、
特
に
、
マ
ナ
ー
及
び
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
重
視
し
、
打
順
は

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
、
各

組
長
統
制
の
も
と
、
８
ホ
ー
ル

×
３
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
ー
タ
ル
打

数
で
プ
レ
ー
し
た
。

　

中
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
ク
ラ

ブ
を
持
つ
会
員
が
、
距
離
感
と

ボ
ー
ル
の
行
方
に
苦
慮
さ
れ
る

も
、
思
わ
ぬ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

に
笑
顔
あ
り
。

　

ポ
ス
ト
の
脚
に
当
た
り
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
逃
が
す
人
。

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
近
辺
を
往
復
す

る
人
あ
り
で
、
一
喜
一
憂
し
、

明
る
く
・
元
気
に
・
楽
し
く
融

和
親
睦
を
大
い
に
図
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

尚
、
１
位
〜
３
位
、
５
位
、

７
位
（
当
日
賞
）、
10
位
、
15
位
、

Ｂ
Ｂ
賞
と
参
加
賞
等
い
ず
れ
も

豪
華
な
品
を
ゲ
ッ
ト
、
１
打
の

重
み
（
失
敗
）
を
省
み
な
が
ら

余
韻
を
残
し
、
閉
会
式
で
の
表

彰
、
会
長
挨
拶
を
も
っ
て
次
回

を
約
し
解
散
し
た
。

　

島
根
の
防
衛
・
防
災
の
要
を
担

う
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
の
開

庁
62
周
年
記
念
行
事
が
10
月
17
日
、

出
雲
市
今
市
町
の
く
に
び
き
中
央

通
り
で
記
念
式
典
と
市
中
パ
レ
ー

ド
が
あ
り
、
市
民
ら
約
３
５
０
０

人
が
見
守
る
中
、
150
人
の
隊
員
と

約
50
台
の
車
両
が
行
進
し
た
。

　

市
中
パ
レ
ー
ド
は
、
平
成
の
大

合
併
を
記
念
し
て
以
来
11
回
目
。

　

式
典
に
続
き
、
第
13
音
楽
隊
の

軽
快
な
マ
ー
チ
演
奏
で
は
じ
ま
り
、

米
子
、
日
本
原
駐
屯
地
、
防
府
分

屯
地
か
ら
も
参
加
。
パ
レ
ー
ド
で

は
軽
装
甲
機
動
車
、
偵
察
警
戒
車
、

自
走
架
柱
橋
や
災
害
復
旧
器
材
車

両
等
も
走
行
、
上
空
で
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
Ｏ
Ｈ

－

６
Ｄ
と
Ｕ
Ｈ

－

１
Ｊ
が
観
閲
飛
行
、
沿
道
で
は

多
く
の
市
民
が
集
ま
り
、
国
旗
を

振
っ
た
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
ず
行
進
を
見
守
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
、
島
根
県
隊
友
会

は
出
雲
市
今
市
町
の「
武
志
山
荘
」

に
お
い
て
、
記
念
祝
賀
会
を
主
催

し
、
県
知
事
代
理
を
は
じ
め
各
界

の
方
々
と
隊
員
、
隊
友
会
が
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
出
雲
駐
屯
地

の
開
庁
記
念
日
を
祝
っ
た
。

副
会
長　

錦
織
新
一

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

防
災
担
当　

曽
田
憲
雄

「
総
合
防
災
訓
練
」

に
参
加

隊
友
会
副
会
長　

杉
原
忠
嗣

「
島
根
原
発

原
子
力
館
」視
察

事
務
局
長　

築
森
寛
喜

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
歓
大
会

事
務
局
長　

築
森
寛
喜

出
雲
市
中
パ
レ
ー
ド

▲祝賀会食で祝辞を述べる隊友会長


